
桑名の歴史 思いつくまま（１１０）         2023.04.20 

大正時代の文人来桑 １ ―有本芳水―   

       郷土史家  西羽 晃  

 

大正時代にも文人たちが桑名宿の面影を求めて来桑しました。そして桑名を

舞台とする作品を残しています。 

詩人の有本芳水はしばしば旅に出ていますが、大正３（1914）年に亀山・津・

伊勢二見を旅行しています。その途中を詠んだ「伊勢より」発表しています。

その中で 

  桑名にかへる船の帆の 

  白きもうれし夏の日は 

  紫紺色なる大空の 

  南に白くかかりけり 

と詠んでいます。これは津あたりの海岸から伊勢湾を眺めて、前回に書いた「赤

須賀船」のことを詠んだと思われます。大正３年発行の『芳水詩集』（写真①）

に所収されています。 

        
①  『芳水詩集』（昭和 49年復原版）      ② 建立当時の芳水詩碑 

  表紙の画は竹久夢二           （芳水詩碑除幕記念絵はがき） 



 芳水は大正５年に鈴鹿峠を歩いて越えて、関・亀山から桑名に来て、揖斐川

畔で「桑名にて」の詩を詠んでいます。これは大正６年刊行の『ふる郷』に収

められています。 

   桑名にて 

 ただひとりなる漂白に 

  伊勢路はとほし旅に寝て 

  ふる里とほくはるばると 

  桑名の宿に来りけり  （１節目） 

 

  揖斐のながれのしがらみに 

  にほひあせたる花うきて 

  波にうたひて波に去る 

かもめよ何を鳴き行くか （３節目） 

 

３節目の「揖斐の流れの・・・」の詩碑（写真②）が昭和 38（1963）年 10

月 13日に、桑名の揖斐川畔にある住吉神社境内に建立されました。住吉神社付

近は揖斐川堤防の改修により、当時とは現在の景観はかなり変わっていますが、

この詩碑は今も境内に建っています。石は帆かけ舟を模した形です。建立には

桑名在住の久徳高文（国文学者）や平岡潤（郷土史家）が中心となり、広く資

金を募りましたので、私も貧者の一灯を出しました。しかし除幕式には参列で

きませんでした。なぜなら、私は前日に結婚式を挙げて、新婚旅行に出ている

途中でした。 



桑名の歴史 思いつくまま（１１１）         2023.05.20 

大正時代の文人来桑 ２  ―荻原井泉水― 

         郷土史家  西羽 晃 

  

 俳人の荻原井泉水は大正 13（1924）年 12月に桑名と多度を、昭和２（1927）

年 11月に長島を訪れています。その時の紀行文が『芭蕉を尋ねて』にまとめて

昭和９年に創元社から刊行されています。 

「桑名の驛に下りて見ると、野原の中におろされたやうな感じだつた。汽車の

驛から其町が遠いところはよくあるものゝ、さういふ所は驛の周圍にも新開ら

しい小なな町が出來て、町の入口といふやうな形をなしてゐるのが普通なのだ

けれども、ここには其がなかつた。（中略）驛から町まで通つてゐる乗合自動車

に私は乗つた。土地の人らしい人に、宿は何處が好からうかと訊ねると、其人

は、ありますとも、京町の Mといふ宿はかたい家ですよ、と運轉手に云いつけ

て、其前で車を止めさせてくれたのだつた。桑名の町は、その中を乗合自動車

の大きな車體が押しまはるといふ事が甚だ不自然に感じられるやうな、昔風な

狭い通りがきつちりと組み合はされてゐた。」 

当時の乗合自動車（バス）の経路はよく分りませんが、昭和５年１月調べで

は桑名駅から船場町までの５人乗りのバスがあり、大正時代は八間通がまだあ

りませんので、おそらく記念通（寿町）から京町を通ったと思われます。 

 井泉水は先ず、「濱の地蔵」へ参り、芭蕉の「あけぼのやしら魚白き事一寸」

の句碑などを見て、近くの後藤久太郎宅に行き、芭蕉真筆の遺墨を見せてもら

っています。それから寺町の本統寺(桑名御坊）に参り、「冬牡丹千鳥よ雪のほ

とゝす」の旧跡を偲んでいます。 



 「私はそれから、（中略）多度の権現に詣でて來ようとした。桑名驛から大垣

驛に到る養老鐵道といふ電車がある。その三つ目か四つ目の停留場が多度なの

だ。まだ日があるとは思つて来たものゝ、今は日の短い絶頂である。時計を見

ると漸く五時であるのに、あたりは既に薄暗くなつてゐた。殊に此遍は山䕃と

いふ感じの所だつた。神社までは半里あまりもあると聞いて、夜になつてはか

なはないから自動車をたのんだ。（中略）『しるべいし』と誌した大きな石が立

つて、右に『おしゆるかた』」左に『たづぬるかた』」とあるのは面白いと思つ

た。」この石は元の位置から移動していますが、今も立っています。 

          
荻原井泉水著『芭蕉を尋ねて』   現在の「しるべ石」    大智院にある「蕉翁信宿處」碑 

 昭和２年に井泉水は長島を訪れています。「私が名古屋驛で乗換へたのは朝早

くだつた。（中略）蟹江、彌富と小さな驛を二つ越して、木曽川の鐵橋を渡り、

その次のやはり小さい驛が長島なのだ。(中略）私はどちらへ行つたものかと思

案してゐる前に、一臺の俥夫が居たので、其に乗つて、「大智院へ」と梶棒を向

けさしたのであつた。（中略）俥は田の中の道を横ぎつて、川べりの堤に出た。

流れてゐるとも見えぬやうにおつとりして、舟などの影もないひろびろとした

川である。（中略）堤をたらたらと下りた所に門があり、其前に碑が建つてゐる。

『蕉翁信宿處』だ。」現在は 揖斐川堤防は嵩上げ工事などのため、大智院も位

置が少し移動していますが、今も『蕉翁信宿處』は境内に立っています。 



桑名の歴史 思いつくまま（１１２）         2023.06.20 

大正時代の文化  ―若菜会と間遠社― 

         郷土史家  西羽 晃 

  

大正 12（1923）年に競技かるたの若菜会が桑名で誕生しました。今年で 100周

年になります。日本の文化活動は昭和の戦争によって、弾圧で廃止されたり、中

断を余儀なくされたりした活動が多いのですが、桑名若菜会は 100 年も延々と

続き、今なお活発な活動を続けている団体で、会員の中には全国大会で優勝した

人もおられます。現在は、江場（新地の西）に自前の会館（若菜会桑名かるた道

場）を持っています。 

桑名若菜会の創立者である角倉家茂は東京歯科医学専門学校（現東京歯科大

学）を卒業した歯科医ですが、私も子供のころにお世話になりました。家茂は京

都の保津川や高瀬川を開削した角倉家の一族で、木曽川の関係から桑名に住み

ついたと言われます。家茂の祖父である玄碩は長崎にも遊学した蘭方医であっ

て、桑名の安永で「西洋堂」という医院を開業していました。安政５（1858）年

８月 29日に 42歳で亡くなっています。 

大正 13 年、東鍋屋町の本願寺境内に歴代間遠社長の句碑が建てられました。

間遠社とは梅花仏（俳人・各務支考）の門人である雲裡坊杉夫（1692-1762）を

初代とする俳諧の結社です。創立年は不明ですが、10 世千葉兎月（1867-1943）

まで桑名で 200年ほど続きました。 

本願寺境内には梅花仏鑑塔と言われる支考の分骨墓が寛保３（1742）年に建て

られていました。桑名の本願寺は東海道に面しており、多くの旅人たちに拝んで

もらえるように、門人たちが支考 13回忌に分骨を受けて墓を建てたのです。 



大正 12（1923）に千葉兎月（間遠社社長）が中心となり、本願寺境内の梅花

仏鑑塔の傍らに松尾芭蕉の句碑を建てました。次いで同 13年に間遠社歴代社長

の句碑を建てました。歴代社長は 

① 雲裡坊杉夫（尾張出身、一時鍋屋町に住む） 

② 汲月庵等湖（今一色、田村氏） 

③ 春亭裏鏡（萱町、服部綱伯） 

④ 和合舎工十（鍋屋町、工藤十右衛門） 

⑤ 葎庵里暁（宮通、伊藤五郎四郎） 

⑥ 呑浦庵春帆亭波声（船馬町、下里兵左衛門文軌） 

⑦ 緑庵竹鴻（宮通、浜村氏） 

⑧ 時雨庵也翁（矢田、善西寺住職） 

⑨ 雪朝庵如笑（桑名駅前、長谷川運送店）   

昭和 20（1945）年にアメリカ軍の空襲によって本願寺は焼失し、同 34年の伊

勢湾台風によって句碑群も荒廃していました。千葉兎月の息子の胤一は三重県

会議員を引退した記念に句碑群を整備し、10世社長の兎月の句碑を昭和 51年に

建てました。同 52年には梅花仏鑑塔などは桑名市史跡に登録されました。本願

寺は建物もなく、無住のままで、梅花仏鑑塔も句碑群も荒れており、現在は句碑

のうち２基が倒された状態になっています。 

    
若菜会桑名かるた道場   梅花仏鑑塔（右手前の２基が倒れている） 



桑名の歴史 思いつくまま（１１３）         2023.07.20 

大正時代の文化② ―天春静堂と有王塚― 

         郷土史家  西羽 晃 

  

近鉄益生駅近くに有王塚があります。12世紀の終わりごろ、僧俊寛が平家打 

倒を図りましたが、事前に露見して、南の鬼界島へ送られて、その地で死亡し

ました。俊寛の弟子である有王丸が鬼界島を訪ねて、俊寛の遺骨を持って帰り、

埋葬地を探して諸国を歩いているうちに、桑名の走井山麓で亡くなったと伝え

られます。有王丸を埋葬した場所を有王塚と呼んでいます。 

有王塚は大正始めには荒廃していました。そこを整備して、大正７（1918）年

夏に、「有王塚」の標石を建立したのが、天春静堂らでした。 

     

 有王塚標石             有王塚      

天春家は保々新田（現四日市市）や鍋坂新田（現いなべ市）、大仲新田（現桑

名市）を開発した豪農で、桑名藩の大庄屋を務めた家柄です。その分家筋である

天春文三郎と「ちか」の三男として、静堂は明治６（1873）年 12月 21日に三重

県三重郡保々村（現四日市市）で生まれました。幼少のころに父母と共に桑名郡

西川原（現桑名市）に引っ越しました。走井学校（現益世小）を経て、三重県中



学校（現津高校）へ進学しましたが、中退して横浜で商店の店員となりました。

しかし長続きです、各地を転々として、一時は満州へ渡りました。その後はいく

つかの会社に関係しましたが、大正４年に病を得て実業界から引退しました。そ

の後の彼は桑名や大阪を拠点として、俳句活動を行いました。 

大正７年ころから有王塚の修復に取り汲みました。彼の育った西川原の近く

に有王塚がありました。有王塚の言い伝えはいつ頃から始まったのか、はっきり

しませんが、江戸時代の『久波奈名所図絵』に描かれています。荒廃していた塚

を修復し、「有王塚」の標石を建てました。標石の裏面には「哀孤忠零落僅修荒

墳 大正七年夏 昌忠」とあります。「昌忠」とは天春静堂のことです。 

そのころの静堂は「「野生会」という俳句結社を組織しており、馬道から在良

にかけての人が多く参加していました。天春静堂（西川原）、山内呉蕗（五郎・

矢田）、伊藤余香（覚左衛門・矢田）、多胡輝舟（喜太郎・馬道、米油製造）、水

谷木斗（清六・西別所）、吉川夏晶（重武・額田）らでした。 

野生会では東本願寺の 23代管長の大谷句仏上人を招いて伊藤余香宅で句会を

催しました。その時に句仏が詠んだ「塚になけわかなくあとを友千鳥」を、大正

14年 12月 12日に句碑として有王塚の横に建立されました。 

有王塚の近くには「俊寛塚」もありますが、由来は不詳です。 

     

  天春家の墓（西河原霊園）        俊寛塚 

本稿は志水雅明著『不撓不屈の俳人』及び平岡潤「有王塚句碑」（『桑名の文化―平岡潤遺

稿―』）を参考にしました。 



 

 

桑名の歴史 思いつくまま（１１４）         2023.08.20 

旅人が見た昭和初期の桑名① ―堺利彦― 

         郷土史家  西羽 晃 

  

堺利彦（1871-1933）は新聞記者、社会主義者、著述家として活躍した人物

ですが、妻とともに国内を旅行しています。その時に書いた紀行文が『当てな

し行脚』として昭和３（1928）年に出版されました。その中で、昭和２年夏、

旅の途中に桑名に来たことを書いています。 

 堺夫妻は東京から東海道線の汽車を名古屋で関西線に乗り換えて、伊勢参宮

を目指しましたが、途中の桑名で「焼蛤」が食べたくなり、「ツイふらふらと桑

名駅に下車した。桑名駅は田舎びた停車場だ。然し駅前から一直線に、今漸く新道

が開通されたところで、それに電車が通る筈であるらしく、石ころ道にレールの敷か

れたのが殺風景に見える。」「私は訳もなく焼蛤が慕はしくて、それの焼きたてのウマ

そうな奴が何処か、そこらに転がつて居そうな気がしてならなかつた。新道を三町ば

かり行くと、旭ビルデングと称する、巍然たる新築の大白亜館が如何にも安つぽく立

つている。丁度開館の当日と見えて、館上、悉く五色の旗か何かで安つぽく飾られて

いる。（中略）直ぐ外に出た。」 

 「猶ほ焼蛤にあこがれつヽ、暑さも厭はず桑名の町をさまよひあるくと、昔からの古

い町々はさすがに何となく床しい所がある。行き行きて桑名宗社といふ、いずれ由緒

のあるらしい古い立派な神社の前に出た。（中略）門の両側には一軒づつ掛茶屋が

あつて、それが今は氷屋になつて居る。」 

 ここで焼蛤を食わせる店を聞いた、「料理屋に行きなさりや、御注文次第で何な 

り拵へませうが、今ぢや別に焼蛤と云う看板を出した家はないと云ふ。」 



 

 

   

 旭ビルデング             春日（桑名宗社）前 

この氷屋で休憩しながら、桑名の様子をいろいろと見聞きしています。日曜な

ので、女工さんたちが近くの芝居小屋へでかける風景や、「背の高い若い女がや

つてきた。あれは芸妓だろうか。娼妓だ。成るほど、そうか、これも桑名の名物だろう。

桑名の名物と云へば、蛤より外に平生から私達の聞き及んで居るのは富豪諸戸の

名声である。」 

    

  諸戸西洋館（現六華苑）      諸戸邸の米蔵と堀の材木 

 その後は桜堤防から諸戸邸の周りを歩き、「私達はそれから又トボトボと大ぶ歩

いて、停車場前の宿屋にとまり、そこで蛤の吸物、蛤の佃煮、及び蛤のフライを食つ

た。桑名は存外面白い処だつた。」 

（「 」内は原文の引用です。旧字体は新字体に改めましたが、仮名使いは原文

のままとしました） 



桑名の歴史 思いつくまま（１１５）      2023.09.20 

旅人が見た昭和初期の桑名② ―高橋俊人― 

         郷土史家  西羽 晃 

  

高橋俊人（1898-1976）は昭和７（1932）年４月に桑名中学校（現桑名高校）

に教師として赴任してきました。彼は神奈川県藤沢町（現藤沢市）に生まれ、

中学校の教師の傍ら短歌に親しんでいました。埼玉県浦和中学校（現浦和高校）

を追われた時に、桑名中学校の宮地雄吉校長に誘われて、桑名中学校へ招かれ

ました。宮地も歌人で、桑名中学校の校歌を作詞しています。    

高橋は昭和 10年に三重県立津高等女学校（現津高校）へ転勤し、さらに昭和

12 年から 18 年まで三重県立富田中学校（現四日市高校）に勤務し、北勢地方

の歌道で活躍しました。桑名中学校在任中の昭和９年 12月に『歌集 寒食（か

んじき）』を刊行しています。この歌集には桑名のことを多く詠んでいます。 

   

桑名にて 

旅づかれしるき妻子とあかときを桑名の驛におりたちにけり 

古ぼけし單線電車はしりゐてわびしく長し桑名の町は 

尾野山にふりさけ見れば揖斐川やながれのすゑは海に入りたり 

揖斐川をたどりて海へゆきし眼に知多の岬の日に光れる見ゆ 

嬉しもよしべもあらね土地にして我名を知れる人に逢ひたり 豊田凡水氏 

          
 桑名の路面電車         桑名中学合格通知書（『桑高百年』より） 



    九華抄 

太一丸 堀ぞひの邸もややに古びたり門邊の松も音にすみにつつ 

揖斐川 芦笛を子と吹きすさぶ妻のさま幼き頃を思へるらしき 

旭ビルディング 三階ゆ見下す町のわびしさや家の絶えまに蓮田つづけり 

        
  桑名中学校の周りは桑畑        桑名ビルディング      伊曽島渡しの船着き場 

    春光小唄 

見のかぎり桑畑つづくすがしや朝ばれの風よくとほるなり 霞が岡 

菜の花にいまだのこれる夕光や傾斜畑をおりてきにけり 西方 

    風光小唄  

熟れ匂ふ麥生にたゆき陽の光ここは美濃への國境かも 七取村 

塚松をそれと見てゆく麥畑に枝ふきすぐる風の音きこゆ 有王塚 

    川波 

暮れそめていよいよそよげる枯葦のそよぎ聞きつつ船まちて居り 

伊曽島ゆ歸ると渡る揖斐川は蒼茫として暮れはてんとす 

    歳晩日記 桑名に移り住みてより八ヶ月をすぎたり 

はしなくもいでし桑名の訛すら身につくごとし年逝かんとす 

 赤須賀風景 

冴えかへる日曜の午後を暇あり海を見んとて赤須賀に來つ 

 あけぼのや白魚しろきこと一寸（芭蕉） 

見上げゐる白魚の碑に時をりを海鳥の影うつりて過ぐる 



桑名の歴史 思いつくまま（１１６）      2023.10.20 

旅人が見た昭和初期の桑名③ ―中原中也― 

         郷土史家  西羽 晃 

 

 

 『文學界』1937（昭和 12）年２月号 

中原中也は明治 40（1907）年４月 29 日に山口県吉敷郡山口町（現山口市湯

田温泉）で生まれました。中学生のころから短歌を作っています。山口中学校

に入学するも、成績不良で落第し、京都の立命館中学へ転校し、その後に上京

しました。 

 昭和 10（1935）年に山口へ帰省し、妻子を連れて上京しましたが、風水害の

ため大阪―京都間が不通となり、関西線まわりとなりました。その時に桑名を

通過しました。ダイヤが乱れており、桑名駅で長らく停車しました。 



 江戸時代の桑名は東海道の宿場町として殷賑をきわめ、名物の焼蛤は広く知

れわたっており、中也も桑名は賑やかな町だろうと思っていたでしょうが、実

際の桑名は寂しい町だったので、その落差に詩情を掻き立てられたのでしょう。 

    
     写真①                       写真② 

昭和 10年ころの桑名駅付近図を見ますと（写真①）、駅の東は建物が少し見

られますが、駅前を離れると八間通には建物がなく真ん中に路面電車が通って

います。駅の西は空き地らしい。当時は関西線と養老線・伊勢電鉄（現近鉄）

の桑名駅がありましたが、伊勢電鉄は桑名終点で、名古屋まで通じていません

し、西口はありませんでした。付近は田圃が多く、夏には蛙が喧しく鳴いてい

ました。 

 平成６（1994）年に「桑名駅開業百周年記念」で１番ホームに中原中也の詩

碑が建立されました。その披露には山口から中也の義妹である中原美枝子さん

と中原中也記念館の福田百合子館長に来ていただき、桑名市長・桑名商工会議

所会頭など多数の来賓が参列しました（写真②）。この詩碑建立は私が発案し、

有志に呼びかけて資金を集めました。JRに建立を話しましたら、プラットホー

ムに建立することは、乗客の安全面で、難色を示されました。しかし当時の駅

長さんの大英断で許可されました。ただし東京方面行の２番ホームでは建立時

に線路を越えねばならず、工事のしやすい１番ホームとなりました。 



  

桑名の歴史 思いつくまま（１１７）       2023.11.20 

桑名電軌 ① 

         郷土史家  西羽 晃 

 大正 14（1925）年に完成した八間通によって、桑名町中心部と桑名駅が結ば

れるとともに、沿道の開発が進みました。そして八間通に路面電車を通す計画が

桑名町衆の中に持ち上がり、大正 14年２月 25日付で「桑名電気軌道敷設」の申

請が鉄道省へ出され、同年 11月 16日付で鉄道省から「将来の計画」を添えるよ

うに指示がありました。そのため桑名電軌株式会社発起人総代の水谷吉兵衛か

ら「追伸書」が同 15年２月２日付けで提出されました。それによりますと、桑

名駅前から桑名町の中心部を結ぶ第１期線に続き、第２期線、第３期線で町全体

を周る環状線が計画され、さらには第４期線で三重郡富田町（現四日市市富田）

まで延長する遠大な計画でした。江戸時代の富田は桑名藩領でしたから、大正時

代でも富田は桑名の一部と考えられていました。 

      

    （国立公文書館所蔵文書に予定路線を太線で加筆した） 



大正 15年６月３日付けで桑名駅前―本町間の軌道敷設が許可され、翌年の昭

和２（1927）年 6月８日に起工式を行い、同年９月 17日に桑名駅前―本町間の

運転が開始されました。 

 桑名駅前・車庫前・三崎橋・旭橋・田町・本町の停留所が設けられました。路

線幅 1067㍉、全路線長約１㎞と世界一？短い鉄道で、所要時間はわずかに４分

でした。三重県の路面電車は宇治山田にしかなく、津や四日市にはありませんで

したので「桑名っ子」には自慢の鉄道でした。単線運転のため途中の車庫前です

れ違うようになっていました。 

         

（本町停留所の１号車（『レイル』65号から）        旭ビルと八間通 

 １号車と２号車は名古屋市電の中古車を購入しました。３号車と４号車は日

本車両製造の新造車で、この４台で発足しました。 

 会社設立当初の役員・株主は不詳ですが、第３回の営業報告書によりますと、

昭和２年 10 月 31 日現在の役員は取締役社長・水谷吉兵衛、常務取締役が平野

常次郎、伊藤清六、加藤菊治郎。取締役は貝塚栄之助、佐藤信之助、山本重治郎、

小河内弥兵衛、桑原新七、水谷利左衛門。監査役は稲垣謙次郎、稲木米次郎、加

藤謹一郎です。株主は桑名と員弁の人たち 90人で、総株式数は 4,000株でした。 

今期は運転開始から 45日だけでしたが、物珍しさもあり、１日平均で 2,641人

の乗降客があり、純利益は 101,440円でした。ただし無配当でした。  



桑名の歴史 思いつくまま（１１８）       2023.12.20 

桑名電軌 ②  付・乗合自動車（バス） 

         郷土史家  西羽 晃 

桑名電軌は昭和２（1927）年９月 17 日に開業しましたが、 同２年下期（昭

和 2.05.01～2.10.31）から同 13年下期までの「桑名電軌営業報告書」が私の手

許にあります。この営業報告書に記載されている乗客数などをまとめてみます

と、下記のようになります。（１日平均および収入は単位以下切捨て） 

  桑名電軌 乗客統計    

 期    期間 鉄道乗客数 １日平均 鉄道収入 バス乗客 バス収入 

2 s01.11.01－02.10.31 118,867 2,641 4,120   

3 s02.11.01ー03.10.31 852,619 2,329 32,887   

4 s03.11.01ー04.10.31 881,423 2,414 34136   

5 s04.11.01ー05.10.31 773,208 2,118 29,425 19,119 1,211 

6 s05.11.01ー06.10.31 696,840 1,909 26,654 42,878 3,074 

7 s06.11.1ー07.10.31 624,374 1,705 23,272   

8 s07.11.01－08.10.31 579,819 1,588 21,617   

9 s08.11.01ー09.10.31 581,870 1,594 22,188   

10 s09.11.01ー10.10.31 562,198 1,540 21,328   

11 s10.11.01ー11.10.31 582,541 1,591 21,820   

12 s11.11.01ー12.10.31 583,159 1,597 21,429   

13 s12.11.01ー13.10.31 581,587 1,593 22,001   

      人    人   千円     人    千円  



       

開業して、しばらくは物珍しさもあって、乗客数は多いですが、昭和３～４年

をピークとして次第に減ってきます。昭和５年下期の報告書では「一般経済界ノ

不況依然トシテ恢復スルニ至ラス、加フルニ乗合自動車ノ発達ト貸切自動車ノ

賃金低下ニ依リ減収ヲ示シタルモノナラン」と書いてあるように、自動車の普及

が大きかったようです。 

桑名電軌が乗合自動車を兼業したのは、昭和４年８月ら５年７月までの１年

ほどでした「営業報告書」では同４年に「シボレー幌型五人乗用自動車弐輌及八

人乗用自動車壱輌」を購入しています。このうち、８人乗は貸切だったようです。 

桑名地方のバスの運行については、詳しい資料を見つけておりませんが、私の

手許には『昭和五年一月調 中部日本の自動車運輸 名古屋鉄道局』があります。

これに依りますと、渡辺政衛 （長島駅前―遠浅渡船場 ５人乗１輌）、毛利三

郎（多度駅前－多度神社前 ５人乗り２輌）、太田鶴三郎（阿下喜東駅―古田 、

５人乗２輌、阿下喜東駅―長尾 15人乗１輌）、伊藤喜代松（阿下喜東駅―石榑

村 ５人乗２輌）、宇佐美定一（楚原駅―石榑 １輌 ４往復）、出口久明（大泉

東駅―梅戸 １輌 ４往復）、三重乗合自動車株式会社（大山田駅―四日市駅 

12 人乗５輌 12 往復、桑名駅―四日市駅 ６輌 30 分毎、桑名駅―船場町 ５

人乗２輌 26往復、 桑名町循環 ２輌 15往復）、桑名電軌株式会社（桑名駅

ー桑名駅 市内循環 ５人乗２輌、30 分毎、午前６時～午後９時）が運行して

いました。 

 それぞれの経路は不明ですが、桑名電軌は三重乗合に太刀打ちできなかった

ようです。乗合と言っても５人乗り程度ですから、今の乗用車より少し大きい程



度の自動車でした。 



桑名の歴史 思いつくまま（１１９）       2024.01.20 

桑名電軌 ③   

         郷土史家  西羽 晃 

桑名電軌の業績は漸次落ちてきましたが、戦争へと進む中で、人の動きも活発

になり、次第に増えてきました。昭和 9（1934）年から同 15 年までの年間運賃

収入は表の通りです。同 16年以降は軍事秘密のため、統計の発表がありません。 

 桑名電軌運賃収入 

昭和年    円 

9 22,189 

10 21,329 

11 21,666 

12 21,429 

13 25,317 

14 27,297 

15 35,066 

三重県統計書より 

   

国道１号の北からの風景 電車が横切っている  



昭和 11 年７月 20 日に国道１号と八間通りの角に「国道停留所」が新設され

ました。 

昭和 16 年 12 月に日本は太平洋戦争を始め、戦争遂行のために各会社も統合

されました。三重県下の中小鉄道会社も統合され、三重交通となりましたが、不

要不急の鉄道として、桑名電軌と朝熊山登山鉄道は廃止を政府から指示されま

した。単独で残ったのは三岐鉄道のみでした。 

昭和 19年 12月 26日に桑名電軌は株主総会を開き、その会議の決議録（国立

公文書館所蔵）では、次のように書かれています。 

常務取締役・伊藤清「戦力増強ノ国策ニ応スル為メニ、当局の指示ニ基キ進        

ンデ、之レヲ廃止シ、資源転用ニ准応シ、第二ハ運輸営業ヲ全部廃止セバ自    

然会社ノ事業目的ヲ失フコトニナリ、随ッテ会社ノ存立ヲ必要トシナイ、故 

ニ解散ヲ適当ト考ヘ提案セリ」と述べ、株主某氏は「誠ニ名残惜シイ事デ 

有ルガ、又一面結構ナ事デ有リ、提案ニ賛成デス」 

と述べて、全員一致で、解散が決議されました。   

この時の役員は取締役社長・水谷吉兵衛、常務取締役・伊藤清六、取締役・平

野栄一、同・佐藤信之助、同・山本重治郎、監査役・平野助右エ門、同・桑原新

吉でした。そして同 20年１月 10日に営業運転を休止しました。 

5輌の車両は名古屋市交通局へ譲渡さましたが、２輌は老朽化しおり、使用さ

れず、廃棄されました。他の２輌は戦災で焼失し、残った１輌は豊橋鉄道に譲渡

され、昭和 38年まで使用されたようです。 

撤去された線路は軍事用品に転用されたといわれます。路面の敷石は戦後も

長らく残っていましたが、その後に八間通りの拡幅の際に撤去されたようです。 
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